
来

―

業     来
来
黎
米
来
来
米
来
米
米
来
来
＊

蓬

泰

町

だ

よ

リ

来
米
＊
＊
来
米
米
恭
薬
業
来
＊

蓬
秦
町
界
隈
Ａ
そ
の
三
十
一
Ｖ

八
百
屋
お
七

の
こ
と

（上
の
三
）

林
　
　
　
順
　
信

日
お
七
、
鈴
ケ
森
に
消
え
る

お
ｔ
の
旅
火
は
本
●
所
に
知
ら
れ
　
お
裁
き
を
受
け

る
こ
と
に
な

っ
た
．

当
時
の
法
律
で
は
　

「
火
附
御
■
こ
之
手

一
と
し
て
、

「
火
を
ｍ
け
候
う
者
は
火
罪
　
た
だ
し
　
炊
，
つ
中

し
候
は
ば
死
罪
」
と
あ
る
。
火
罪
と
は
火
あ
ふ
つ
の
刑

と
い
う
極
刑
で
あ

っ
た
。

お
白
洲
で
は
、
本
行
の
中

―――
勘
解
山

（
か
げ
ゆ
う
）

が

「
お
七
、
お
前
は
ま
だ
十
五
で
あ

っ
た
な
、
そ
う
じ

ゃ
な
―
？
」
と
ナ
プ
を
掛
け
て
く
れ
た
か
　
す

っ
か
つ

気
が
ど
う
て
ん
し
て
い
る
若
い
お
七
に
は
　
そ
の
ナ
′

掛
け
は
よ
み
と
れ
な
か

っ
た
。

「
い
い
え
、
私
は
十
六
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
真
正
直

に
答
え
た
。
本
人
が
そ
う
確
ネ
す
る
以
上
、
お
■
で
も

い
た
仕
方
な
く
、
お
七
の
火
罪
は
決
ま

っ
た
。

古
二
郎
も
放
火
を
そ
そ
の
か
し
た
罪
て
同
罪
と
い
う

極
刑
と
な

っ
た
。

大
和
三
年
二
月
二
十
九
回
、
馬
Ｌ
に
連
な

っ
た
二
人

は
市
中
引
き
廻
し
の
上
、
東
海
道
出
日
の
鈴
ケ
森
の
刑

場
で
人
あ
ぶ
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

そ
れ
を
知

っ
た
寺
小
姓
の
左
兵
術
は
削
髪
染
衣
し
て

法
名
を
西
運
と
号
し
て
諸
国
を
行
脚
し
、
日
黒
の
明
工

院
仁

一
■
を
建
立
し
て
お
七
の
霊
を
と
む
ら
い
　
七
十

七
歳
で
入
寂
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

■
４
と
異

っ
て
　
自
由
恋
愛
も
ま
ま
な
ら
ぬ
二
百
余

年
前
の
こ
の
出
来
ご
と
は
、
江
戸
の
庶
民
に
羨
望
と
共

感
を
よ
び
起
こ
し
　
と
て
も
余
人
に
出
来
そ
う
も
な
い

こ
と
を
や
っ
て
の
け
、
し
か
も
　
堂
々
と
刑
に
ヽ
く
し

た
Ｆ
六
歳
の
こ
女
に
江
戸
人
は
半
ば
尊
敬
の
念
さ
え
報

い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
，
件
か
ら
性
が
２
年
後
の
貞
亨

（じ
ょ
う
き
ょ
う
）
二
年
、　
■
へ
八
八
年
に
は
、
人
よ

の
井
原
西
鶴
は

『
好
色
■
人
女
一
の
第
四
巻
と
し
て
、

八
百
庭
お
七
を
と
り
上
げ
て
い
る
。
勿
論
、
史
学
と
は

多
少
お
も
む
き
も
脚
色
し
て
あ
る
も
の
の
、
西
鶴
自
■

の
他
の
情
話
と
は
ち
が
っ
て
、
お
し
に
同
行
的
な
立
場

を
，ヽ

て
い
る
。

小
石
川
指
ヶ
谷
町
に
あ
る
南
縁
山
円
乗
寺
に
は
、
お

七
の
お
え
が
あ
り
、
歌
舞
伎
で
お
七
を
よ
く
演
じ
る
岩

丼
半
四
郎
の
研
も
建

っ
て
い
る
。
お
ｔ
の
法
名
は

「
妙

栄
祥
位
尼
」
で
あ
る
。

町
会
活
動
の
概
要

平
成
６
年
１
月
か
ら

同
年
４
月
末
ま
で

…第二「八号
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部

１
／
５
文
京
区
と
文
町
連
と
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

‐
／
‐２
文
町
連
新
年
賀
詞
交
歓
会

１
／
‐８
地
下
鉄
工
事
現
場
見
学
会
の
企
画
し
、
会
員
あ

て
回
覧
に
よ
り
周
知
を
兼
ね
て
希
望
者
を
，
る

１
／
２７
地
ド
鉄
工
事
現
場
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

見
学
す
る
工
区
が
ニ
ケ
所
有
り
ま
す
の
で
、
時
間
帯

を
分
け
て
た
記
の
様
に
実
施
し
ま
し
た
．

本
駒
込
工
区
午
●
１
●
■
分

か
ら
容
ｒ
者
数
ハ
名

束
人
農
工
区
午
後
３
時
００
分
か
ら
参
加
者
数
”
名

世
界
に
誇
れ
る
近
代
技
術
に
よ

っ
て
完
成
も
間
近
い

ト
ン
ネ
ル
内
を
日
の
辺
り
に
見
る
事
が
出
来
ま
し
て

皆
さ
ん
か
ら
感
嗅
の
声
か
挙
が

っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
駒
込
工
区
で
は
北
部
ご
在
住
の
服
部
守
雄

〓
が
■
場
で
記
念
写
真
を
撮

っ
て
下
さ
れ
、
無
償
で

参
加
し
た
持
さ
ん
に
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ

厚
志
に
厚
く
御
礼
を
中
し
上
げ
ま
す
。

１
／
８
向
丘
地
区
町
連
、
新
年
賀
詞
交
歓
会

２
／
”
つ
つ
じ
祭
り
実
看
委
員
会
、
第

一
回
打
合
せ
会

議
　
開
催
期
間
、
行
事
内
容
、
各
町
会
の
奉
仕
内
容

と
担
当
日
等
、
細
部
に
互

っ
て
決
ま
り
ま
し
た
。

３
／
”

「
緑
の
羽
根
」
の
事
金
は
町
会
経
費
で
行
い
ま

し

た
。



☆
町
会
役
員
の

一
部
交
代
の
お

南
部
　
旧
　
長
谷
川

中
部
　
旧
　
〓同
木
梅
太
郎

北
部
　
旧
　
梶
谷
　
か
ん

同

闇

田

１
／
２‐
駒
込
交
通
安
全
協
会
、
新
年
賀
詞
交
歓
会

４
／
６
～
１５

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
句
間
、
実

施
、
旬
間
中
は
交
通
部
員
、
婦
人
部
員
、
友
の
会
会

員
の
皆
様
に
よ

っ
て
街
頭
で
の
啓
蒙
に
務
め
て
戴
き
、

幾
分
で
も
事
故
撲
滅
の
日
的
が
来
た
せ
た
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。

３
／
末
木
年
度
、
小
学
校

へ
の
入
学
さ
れ
た
お
子
様
は

町
内
で
理
か
２
名
と
少
な
く
寂
し
い
感

も
し
ま
す
が
、

大
手
な
お
子
様
が
健
康
で
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
事

を
祈
念
し
町
会
よ
り
さ
さ
や
か
な
が
ら
記
念
品
を
お

贈
り
い
た
し
ま
し
た
。

お
子
様
方
の
お
名
前
は
左
記
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

記

渡
辺
　
　
大
君
、
　

今
丼
万
莉
江
君

１
／
９
本
郷
消
防
団
、
始
め
式
　
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て

１
／
‐３
本
郷
消
防
署
関
係
５
団
体
新
年
賀
詞
交
歓
会

３
／
１
～
７

「春
の
全
国
防
火
運
動
」
週
間
で
し
た
。

☆
火
災
発
生
の
原
因
第

一
位
は
欣
火
に
よ
る
も
の
、
自

分
で
幾
ら
気
を
付
け
て
い
て
も
付
け
火
を
さ
れ
た
の

で
は
防
ぐ
事
が
非
常
に
難
し
い
の
で
は
無
い
か
と
思

い
ま
す
、
そ
の
放
火
も
単
純
な
動
機
か
ら
行
う
と
言

う
、
自
衛
策
は
家
の
日
辺
に
ゴ
ミ
な
ど
火
の
付
け
ら

れ
易
い
も
の
は
置
か
な
い
様
、
置
か
れ
な
い
様
に
近

隣
の
方
々
と
中
し
合
せ
て
十
分
ご
注
意
を

５
／
１５
に
は
文
京
区
と
本
郷
消
防
署
の
共
催
に
よ
り
防

火
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す
　
突
然
の
火
災
発
生
に
も

慌
て
す
に
対
処
出
来
る
に
は
初
期
消
火
の
心
得
を
普

段
か
ら
身
に
付
け
て
置
く
事
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
、
そ
の
様
な
事
を
習
得
出
来
る
好
い
機
会
で

す
、
奮

っ
て
皆
さ
ん
ご
参
加
下
さ
い
。

☆
集
合
場
所
、
日
時
、
削
烹
「
か
ね
こ
」前
　
年
前
９
時

‐５

分

１
／
瑯
駒
込
警
察
雪
、

堀
江
級
子
様
、

唐
木
恵
子
様

村
山
美
奈
様
、

●
し

堀
江
宏
美
様
、

口
中
に
美
様
、

川
瀬
雅
之
様
、
雄
川
良
枝
様

稲
日
英
子
様
、

岸
本
茂
樹
様

1部
1辱辱鮮[

（４
月
１
日
付
）

山
中
幸
雄
様

石
川
琢
也
様

鈴
木
勝
雄
様

２
／
‐９
本
郷
伝
染
病
予
防
委
員
会
か
ら

「
犬
」
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼
が
あ
り
、
意
見
が
偏
ら
な
い
様

に
町
内
全
体
の
広
範
な
中
で
記
載
を
願
い
送
付
済
で

す
。

同
―イヒー

巴

‐
／
２０

「
進
米
だ
よ
り
」
３７
号
　
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

１
／
‐５
本
年
、
成
年
式
を
お
迎
え
の
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
存
じ
ま
す
、
さ
さ
や
か
な
品
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
町
会
よ
り
祝
福
の
気
持
ち
を
込
め
ま
し
て
記
念

品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
成
年
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
の
お
名
前

は
左
記
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

２
／
ｍ
本
郷
防
火
協
会
か
ら
防
火
婦
人
部
の
組
織
拡
充

に
伴
う
部
員
の
推
薦
依
刺
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
次

の
３
名
の
方
を
町
会
と
し
て
中
請
い
た
し
ま
し
た
。

宮

水
　
光
子
様
、
神
保
　
日
曰
子
様
、
桑
田
　
清
子
様

３
／
４
本
郷
防
火
協
会
婦
人
部
臨
時
総
会
及
び
講
演
会

４
／
３

「
文
京
区
交
通
安
全
区
民
の
集
い
」
が
環
桜
通

り
で
開
催
の
呼
び
掛
け
を
受
け
　
婦
人
部
か
ら
３
名

閣
１１１

‐

］

¨

「

‐

，

一

が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

∃
引
「

Ｌ
一

２
／
６
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
会
、
開
催

２
／
‐０
恒
例

「
餅

つ
き
大
会
」
を
開
催

危
や
ぶ
ま
れ
た
昨
日
か
ら
の
雨
も
す

っ
か
り
晴
れ
Ｌ

っ
た
期
待
の
好
天
日
、
昨
日
か
ら
仕
込
み
の
餅
米
の

炊
き
出
し
に
青
■
部
員
、
婦
人
部
員
総
出
で
取
り
掛

か
る
、
炊
さ
上
が
る
項
に
は
町
内
の
皆
さ
ん
も
集
ま

っ
て
来
た
。



い
よ
い
よ
餅
の
つ
き
手
の
出
番
、
手
慣
れ
た
人
、
生

ま
れ
か
ら
初
め
て
突
く
人
、
和
気
あ
い
あ
い
の
内
に

餅
は
つ
き
上
が
っ
て
行
く
、
こ
の
様
な
手
作
り
の
イ

ベ
ン
ト
も
回
を
重
ね
て
行
く
た
び
に
町
内
の
子
供
さ

ん
達
の
心
の
中
に
懐
か
し
い
思
い
出
と
し
て
記
憶
に

残
る
事
を
人
い
に
期
待
し
て
今
日
の
行
事
も
み
ん
な

で
重
張
り
ま
し
た
。

３
／
１３
ス
ト
レ
ツ
チ
体
操
会
開
催

３
／
′

一
春
う
ら
ら
野
外
の
業
」
開
催
、
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
　
小
春
口
和
の
暖
か
な
Ｈ
た
し
中
、
野

外
で
の
ひ
と
時
、
近
隣
の
方
々
が
歓
談
で
き
る
よ
う

な
場
を
セ
ッ
ト
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
開
催
し
て
み
ま
し

た
。

お
団
子
に
お
茶
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
共
の
予
想
を
上
回
る
多
く
の
会
員
の
方
々
が

訪
れ
て
も
ら
え
た
様
に
感
し
て
お
り
ま
す
。

町
人
の
人
達
が
初
対
面
で
も
気
軽
に
交
流
の
出
来
る

場
を
多
く
設
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
町
会
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
本
年
の
１
月
か
ら
４

月
末
ま
で
の
間
に
ご
逝
去
な
さ
れ
た
方
の
お
名
前
は

左
記
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
哀
卜
の
意
を
表
し
、
心
よ
り
ご
冥
稿
を
祈
念

中
し
上
げ
ま
す
。

己

山
本
　
字

一
様
、
高
橋
　
一
郎
様
、
小
林
富
美
枝
様

室
　
　
文
子
様
、
小
林
清
二
郎
様

根
津
神
社
あ
れ
こ
れ
　
　
―
そ
の

一
―

祭
に

「
三
座
の
■
」
と
い
う
神
楽
が
年
は
れ
ま
す
。
そ

れ
は
　
こ
の
二
■
の
神
様
を
恩
め
る
神
楽
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
策
に
使
わ
れ
る

「
面
」
は
宝
永
の
頃
か
ら

伝
わ

っ
て
い
る
貴
重
な
社
字
で
、
当
初
か
ら
折
に
ふ
れ

使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

明
治
の
■
政
復
古
に
当

っ
て

「
根
津
神
社
」
と
改
称

す
る
以
前
は
、
神
仏
混
清
で
あ
り

「
根
津
権
現
在
」
と

云
わ
れ
、
本
尊
は
、
須
佐
之
男
命
を
、
十

一
面
観
世
音

（本
立
像

一
尺

一
寸
三
分
）
、
山
上
様
す
な
わ
ち
大
山

咋
令
を
業
帰
如
＊

（坐
像
五
寸
〉
、
八
幡
様

（誉
ｍ
別

命
）
を
阿
弥
陀
如
来

立^
像
八
寸
上
分
）
と
し
て
杞
ら

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
昔
、
日
本
武
尊
は
東
征
の
途
次
　
駒
込
■
駄
木

に
あ

っ
た
元
根
津
神
社
に
駒
を
止
め
て
　
武
理
と
同
農

民
安
を
祈
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
が
下

っ
て
　
大
田
道
灌
に
よ

っ
て
社
殴
が
改
め

ら
れ
、
本
郷
四
Ｉ
日
■
師

＾
現
存
）
の
高
泉
院
を
別
当

寺^
社
の
長
）
と
し
ま
し
た
。
こ
の
九
根
津
社
は
、
現
、

千
駄
本
ニ
ー
　
一―
八
て
、
日
子
城
上
の
信
号
を
北
に
人

っ
て
二
十
米
程
の
千
駄
木

マ
ン
シ
ョ
ン
先
の
小
路
を
東

に
入

っ
た
突
き
当
り
で
す
．

徳
川
の
世
と
な

っ
て

一
家
宣
」

（
甲
府
，
相
刹
童
の

長
子
、
■
代
将
軍
綱
吉
の
祠
子
）
か
養
君
と
技
定
さ
れ

た
■
永
三
年
に
、
■
誕
の
地
で
あ
る
甲
府
中
納
言
下
屋

敷
の

一
部
を
根
ル
社
に
寄
進
し
　
社
殿
の
た
営
か
行
わ

れ
ま
し
た
。
造
営
の
手
伝
い
と
し
て
藤
堂
蒙
台
が
下
命

さ
れ
、
本
多
弾
こ
少
弼
か
，
事
用
掛
に
任
命
さ
れ
て
い

池
　
回
　
　
　
暉

文
京

つ
つ
じ
祭
り
が
始

っ
て
一
Ｔ
‐
五
年
　
根
津
様
を

中
心
に
し
た
地
域
の
努
力
が
実

っ
て
、
今
年
も
彩
と
つ

ど
り
に
つ
つ
し
が
咲
き
ま
し
た
。
そ
の
軸
で
あ
る
根
津

神
社
に
つ
い
て
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
が
あ
り
ま

す
。

「菫
文
だ
よ
り
」
の
余
白
を
件
り
て
浅
学
な
か
ら

そ
の
幾

つ
か
に
ふ
れ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

根
滓
様
に
お
祭
り
し
て
あ
る
「
，
は
、

須
佐
之
男
命
　
大
山
咋
命

・
誉
田
別
命

・
で
す
。

そ
れ
に
相
段
と
し
て
、
大
国
生
命
　
育
原
道
卓
公

・
か

，
ら
れ
て
い
ま
す
。
須
佐
之
男
命
は
、
古
，
記
で
お
な

し
み
の
、
天
昭
大
神
　
の
弟
″
で
　
出
雲
で
八
岐
大
屹

を
退
治
し
た
■
．矢
の
神
様
で
す
。
人
山
咋
命
は
須
佐
之

男
命
の
場
で
　
日
吉
神
社
の
ご
茶
神
で
山
の
神
様
で
す
。

さ
ら
に
、
誉
田
別
命
は
　
神
功
卓
后
の
御
子
、
応
神
天

皇
の
こ
と
で
　
論
語
　
千
字
文
字
、
大
礎
文
化
の
渡
来

に
よ
り
　
日
本
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
天
阜
と
し
て
、

全
国
的
に
広
い
信
仰
の
中
心
で
あ
る
八
幡
様
の
ご
祭
神

で
す
。
ご
存
知
の
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
根
津
様
の
お



ま
す
。
宝
永
二
年
十
二
月
二
日
酉
の
刻
（午
后
六
時
頃
〉

千
駄
木
に
あ

っ
た
元
根
津
社
か
ら
現
在
地
の
仮
殿
に
移

さ
れ
、
翌
三
□
成
の
刻

（午
后
八
時
頃
）
正
遷
座
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
五
代
将
軍
綱
吉
の
名
代
と
し
て

三
宅
備
前
守
が
本
幣
し
、
十
二
月
八
日
に
大
術
言
家
宣

公
み
づ
か
ら
参
詣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
九
日
か
ら

一
般
の
参
社
が
許
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
■
４
　
瑞
飾
外

に
残

っ
て
い
る
石
燈
籠
二
基
に
、
■
永
三
年
十

一
月
廿

一
日
、
大
和
守
源
姓
久
世
氏
重
之
と
あ
り
、
社
殿
前
の

唐
飼
燈
籠
に
は
　
旱
水
七
年
四
月
廿

一
日
、
，
賀
国
主

藤
堂
和
泉
■
高
敏
と
あ
り
ま
す
。

， ご
森
神
の
中
に
、
大
国
主
０
の
あ
る
の
は
、
根
津
を

「
不
寝
」
と
読
み
変
え
た
と
こ
ろ
か
ら
来
た
と
も
考
え

ま
す
が

「
江
戸
砂
子
」
に

「
当
社
は
大
黒
神
を
ま

つ
る

な
り
、
根
津
と
は
嵐
の
謂
に
し
ヽ
は
大
黒
天
の
樹
者
な

れ
ば
、
給
馬
な
ど
に
も
多
く
嵐
を
画
た
り
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
又
、

「
武
江
図
説
」
に

「
甲
府
公
上
館
は

桜
出
て
、
銀́
津
つ
下
屋
敷
は
北
方
の
子
の
方
位
に
当
る

故
、
根
に
津
る
気
を
消
除
し
て

一
社
を
造
立
し
、
根
津

社
と
去
う
」
と
も
伝
え
て
い
ま
す
．
い
づ
れ
に
し
て
も

真
偽
の
程
は
不
明
で
す
。
更
に

一
つ
、
菅
原
道
真

つ
ま

り
天
神
様
が
祀
ら

′れ
を

い
る
理
由
は
、
「
御
府
内
砒
考
」

の

「
根
津
社
境
内
惣
図
」
の
中
に
、
社
殴
よ
り
南
西
の

山
中

（
現
つ
つ
じ
苑
の
入
Ｈ
を
西
に
登

っ
た
あ
た
り
）

に

「
天
満
宮
」
と
書
か
れ
た
社
が
あ
り
、
当
社
に
伝
わ

る
古
文
書
に
も

「
上
野
尾
天
満
宮
社

（
問
口

一
間
　
奥

行
七
間
〉
拝
殿

（九
尺
四
方
〉
　

近
江
国
出
嶋
郡
海
汗

西
浜
に
鎮
座
こ
れ
あ
る
の
写
に
候
」
と
あ
り
ま
す
．
そ

し
て

「
上
野
尾
天
神
は
　
首
公

（肯
原
道
真
公
）
の
ご

自
４
で
上
野
尾
季
祐

へ
給
わ
っ
た
尊
像
で
あ
る
」
と
書

か
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ｉ
永
三
年
、
根
津
大
権
現

の
宮
居
が
現
在
地

へ
移

っ
た
当
時
の
樹
官
、
伊
吹
右
京

の
社
先
が
、
近
江
の
た
津
の
上
尼
天
神
山
■
社
の
何
官

で
あ

っ
た
の
で
、
根
津
社
の
社
殿
新
造
に
当

っ
て
社
域

に
天
神
様
を
遷
座
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
上
野

尾
季
祐
に
就
て
は
ま
だ
調
査
が
届
き
ま
せ
ん
。

■
在
、
社
殿
正
面
、
楼
門

随^
身
円
）
に
か
ゝ
げ
て

あ
る

「根
津
神
社
」
の
額
の
字
は
、
明
治
維
新
後
に

「
根
津
神
社
」
と
改
称
し
た
折
に
有
栖
川

一
品
熾
仁
親

上

〈●
孝
天
皇
の
猶
子
討
幕
軍
の
大
総
督
」
の
書
と
掛

け
変
え
ら
れ
た
か
、
宝
永
の
当
初
は

「
大
明
院
官

一
品

公
弁
法
親
Ｉ
為
成
」

（宝
永
時
代
に
大
台
宗
座
主
を
勤

め
、
根
津
権
現
本
社
造
営
に
当

っ
て
導
師
と
な
ら
れ
た
）

の
真
蹟
で
あ

っ
た
様
で
す
。
そ
の
■
に
、
■
永
三
年
十

月
九
口
癸
巳
日
　
東
叡
山
第
五
世
前
天
台
座
■

一
品
公

弁
親
工
謹
普
と
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
，

在
こ
の
額
が
●
れ
に
あ
る
か
は
不
明
で
す
。

現
に
境
内
に
残

っ
て
い
る
楼
門

（
随
身
門
）
が
当
初

か
ら
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
江
戸
後
期

の
文
人
　
大
田
蜀
山
人
の
書
い
た

「
一
語

一
言
」
と
い

う
本
に
、
随
身
門
、
門
口
五
間
、
奥
行
三
問
　
た
右
に

随
身
を
置
き
、
伝
ふ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
■
の
内
、

老
い
た
る
方
は
水
戸
西
山
光
国
公
を
模
し
た
も
の
と
い

ふ
。
ま
州
の
儒
者
某
氏
の
話
な
り
と
云
ふ
、
と
言
い
て

い
ま
す
。
現
存
の
像
が
、
そ
の
も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん

が
、
そ
の
様
に
見
れ
ば
楽
し
く
も
あ
り
ま
す
。
以
上
根

津
様
の
内
海

一
紀
宮
司
の
編
ま
れ
た
ご
本
を
た
よ
り
に

書
か
せ
て
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。

曰

闇

□

地
境
は
人
の
世
の
こ
と
諸
高
菜

触
な
の
う
わ
さ
話
も
二
月
尽

傘
持
た
ぬ
二
人
に
小
止
む
春
の
雨

折
り
雛
を
大
事
に
か
ば
ふ
下
校
の
児

編

集

後

記

新
緑
の
季
節
と
共
に
　
町
会
事
業
も
年
度
書
り
を
迎

え
ま
し
て
心
新
た
に
し
て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

会
員
青
様
の
ご
意
見
と
英
知
を
与
え
て
戴
き
、　
一
層
奮

起
し
て
務
め
て
参
る
所
存
で
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
中

上
げ
ま
す
。

編
集
委
員

小
林
音
吉
、
川
西
正
造
　
竹
中

一
馬
、
猪
熊
良
晃
、

池
日
　
暉

森
ゆ
か
り

青
木
喜

一

小
野
向
雪

福
山
千
童


